
　
　
　

◆
四
半
世
紀
を
迎
え
た
八
海
山
夢
展

　

た
だ
い
ま
開
催
中
の
八
海
山
夢
展
で
は
、
絵
画
・

書
道
・
写
真
・
水
石
・
工
芸
の
計
５
部
門
で
96
人

１
１
６
点
出
展
し
て
い
ま
す
。
魚
沼
の
美
し
い
田
園

風
景
や
人
々
を
描
い
た
作
品
が
並
び
、
水
石
部
門
で

は
水
無
川
と
魚
野
川
か
ら
採
れ
る
八
海
石
を
書
道
部

門
の
作
品
と
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
魚
沼
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
、
心
が
癒
さ
れ
る
展
覧
会
だ
と
思
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

八
海
山
夢
展
は
今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
皆
様
の
御
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
私
は

３
回
目
か
ら
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら
比

べ
る
と
出
展
者
数
が
増
え
、
南
魚
沼
市
以
外
か
ら
の

出
展
も
増
加
し
ま
し
た
。
開
始
当
初
は
大
和
町
の
時

代
で
、
合
併
で
南
魚
沼
市
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

２
０
２
０
年
の
第
21
回
展
で
は
、
通
常
の
７
月
に
は

開
催
で
き
ず
、
９
月
に
延
期
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
い
で
い
た
時
期

だ
っ
た
の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て

み
れ
ば
例
年
以
上
の
来
館
者
が
あ
り
安
堵
し
た
の
も

い
い
思
い
出
で
す
。
様
々
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

夢
展
も
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
夢
展
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。　

　

八
海
山
夢
展
は
８
月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
田
か
お
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
新
規
の
文
化
講
座
は
タ
ロ
ッ
ト
占
い

　

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
、
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
美
術
館
が
あ
る
八
色
地
域
で
は
特
産
の

八
色
ス
イ
カ
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
一
面
の

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
タ

ロ
ッ
ト
占
い
の
世
界
を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

開
催
は
８
月
か
ら
３
か
月
間
、
第
４
水
曜
日

の
午
後
２
時
～
に
な
り
ま
す
。
１
回
だ
け
の
ご
参
加

で
も
大
丈
夫
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
参
加
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　

◆
こ
の
夏
も
大
忙
し
で
す

　

梅
雨
明
け
前
の
７
月
27
日
、
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場

の
ゲ
レ
ン
デ
に
風
ぐ
る
ま
約
３
０
０
０
本
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
年
で
４
回
目
と
な
り
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
大
人
の
方
々
ま
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
カ

ラ
フ
ル
な
色
の
風
ぐ
る
ま
で
ゲ
レ
ン
デ
を
海
原
に
見

立
て
、
そ
の
上
に
虹
が
浮
か
び
、
さ
ら
に
金
色
の
太

陽
が
ひ
か
り
輝
く
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
刈

ス
イ
カ
畑
を
見
る
と
魚
沼
の
夏
を
感
じ
ま
す
。
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
地
元
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た

15
㎏
も
あ
る
大
き
な
ス
イ
カ
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月
か
ら
第
２
ク
ー
ル
に
突
入
し
た
美
文

字
講
座
、
エ
ア
ロ
ヨ
ガ
講
座
で
す
が
、
ど
ち
ら
の
講

座
も
毎
回
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
夏
か
ら
も
う
一
つ
新
し
い
文
化
講
座
『
タ

ロ
ッ
ト
占
い
講
座
』
を
開
講
し
ま
す
。「
八
海
山
の

近
く
に
住
み
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
南
魚
沼
に
移

住
し
た
ご
夫
婦
で
、
夫
の
義
貴
さ
ん
が
足
つ
ぼ
・
も

み
ほ
ぐ
し
を
、
占
い
を
妻
の
香
お
り
さ
ん
が
営
む

『
和
快
（
わ
か
い
）』
さ
ん
。
奥
様
の
香
お
り
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
未
来
を
予
測
す
る
だ
け
の
占
い

で
は
な
く
、
毎
日
を
よ
り
良
く
過
ご
す
た
め
に
「
感

じ
て
」「
行
動
す
る
」
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
い
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
占
う
目
的
だ
け
で
な

く
、
ま
ず
は
自
分
の
た
め
に
タ
ロ
ッ
ト
を
使
え
る
よ

り
残
し
た
草
む
ら
に
は
〝
赤
坊
主
〟
が
ひ
と
き
わ
目

立
っ
て
い
ま
す
。
制
作
者
・
た
か
は
し
藤
水
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
は
「
緑
の
海
原
に
出
現
し
た
海
坊
主
な
ら

ぬ
真
っ
赤
な
頭
の
赤
坊
主
は
、
人
を
襲
っ
た
り
し
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
た
く
て
頭
を
出
し
て
い

る
の
で
す
」。
夜
間
は
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
が
発
光
す

る
の
で
、
ゲ
レ
ン
デ
は
幻
想
的
で
不
思
議
な
感
じ
が

し
ま
す
。
ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
に
は
玉
川
勝
之
さ

ん
の
〝
顔
嵌
め
自
販
機
「
七
色
西
瓜
」〟
も
展
示
し

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
作
品
で
す
。

　

風
ぐ
る
ま
は
お
盆
過
ぎ
の
18
日
ま
で
鑑
賞
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
次
は
「
八
色
の
森
の
美
術

展
」
の
準
備
で
す
。
２
０
１
７
年
に
開
始
以
来
、
８

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。「
八
色
」
と
の
語
呂
合

わ
せ
で
も
な
い
の
で
す
が
、
当
初
の
予
定
通
り
、
今

回
で
第
Ⅰ
期
を
終
了
し
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
こ
れ

ま
で
の
８
年
間
を
総
括
し
た
う
え
で
、
新
し
い
形
で

現
代
美
術
の
紹
介
と
子
ど
も
た
ち
や
地
域
と
の
連
携

活
動
を
継
続
し
ま
す
。
出
前
授
業
や
鑑
賞
型
哲
学
対

話
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
成
果
を
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
美
術
館
を
媒
介
に
し
た
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
高
橋
良
一
）

夏
号

No.117

2024

八
色
の
森
の
美
術
展
ポ
ス
タ
ー

タ
ロ
ッ
ト
占
い
講
座
　
受
講
生
募
集

［
日
程
］
8
月
28
日
・
9
月
25
日
・
10
月
23
日
（
各
水
曜
）

［
時
間
］
14
時
〜
15
時
30
分　
［
定
員
］
各
回
10
名

［
会
場
］
池
田
記
念
美
術
館

［
参
加
費
］
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
1
回
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。
1
回
１
０
０
０
円
）

［
持
ち
物
］
筆
記
用
具　
［
申
込
先
］
池
田
記
念
美
術
館
へ

現
代
美
術
の
作
家
40
人
と
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
共
同
展
示
　
　

   

他
に
類
を
見
な
い
注
目
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！

第
8
回  

八
色
の
森
の
美
術
展
＋
子
ど
も
絵
画
展

ー
芸
術
の
直
観
　〈
他
者
〉
を
存
在
さ
せ
る
た
め
に
ー

　
　［
会
期
］
9
月
7
日
（
土
）
〜
10
月
27
日
（
日
）　

八海山麓スキー場ゲレンデに設置された風ぐるまと赤坊主

常
設
展
示
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
展
示
室
・
小
泉
八
雲
文
学
資
料
室



《池田記念美術館━展覧会・イベント情報》

〒９４９－７３０２　新潟県南魚沼市浦佐５４９３－３　八色の森公園内

ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００（入館受付は１６：３０まで）　

【休館日】毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替えによる臨時休館　

【入館料】一般　５００円　　高校生以下無料 　（団体割引、各種割引あります）

【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

《次回の展覧会》

■高校生がキュレーションする美術展
◎会期：11 月 2 日（土）〜 12 月 15 日（日）

■第 8 回　八色の森の美術展＋子ども絵画展 2024
◎会期：9 月 7 日（土）〜 10 月 27 日（日）
国内外で活躍する現代美術の作家 40 人の作品と、出前授業で子どもたちが制作した作品約 100 点を共同展示する美術展で
す。今回で 8 年連続の開催となり、「秋はイケビで現代アート！」「秋はイケビでジュニア展！」として、芸術の力で地域づ
くりに貢献しています。プロの作品と子どもたちの作品を美術館に対等に展示し、相互に批評することによって、子どもた
ちの芸術への興味・関心・向上心を高めたいと考えます。会期中、基調講演や文化講座を開催し、また、鑑賞型哲学対話や
ワークショップを実施するなど地域と連携した注目の美術展。当初の予定通り、今回が第Ⅰ期のファイナル展となります。

■作品解説会　解説：出品作家
　9 月 7 日（土）13：30 ～ 15：00
■基調講演「絵画の無何有郷（むこうきょう）」　講師：谷川　渥（美学者・美術評論家）
　9 月 7 日（土）15：15 ～ 16：45
■オープニングティーパーティー　出品作家との歓談会。ドリンクなど用意します。
　9 月 7 日（土）17：00 ～ 18：30　参加費：300 円（高校生以下無料） 
■ワークショップ「誰かとつながる不思議な実をつくろう！」　講師：佐藤未来（出品作家）
　今年の出前授業で実施する造形活動を実体験するワークショップです。募集：園児〜大人
　9 月 8 日（日）13：30 ～ 16：00　参加費：入館料 500 円（高校生以下無料）　※要予約
■ワークショップ「鑑賞型哲学対話」　講師：河野哲也（立教大学教授）ほか
　展示作品を鑑賞しながら哲学対話を実践。出品作家も参加します。募集：園児〜大人
　10 月 25 日（金）〜 26 日（土）　参加費：入館料 500 円（高校生以下無料）　※要予約
　※時間など詳細は美術館までお問い合わせください。
■文化講座「絵画のリアリティ」　講師：山梨俊夫（美術史家・元国立国際美術館館長）
　10 月 27 日（日）11：00 ～ 12：30　
■車座シンポジウム「八色の森の美術展を振り返って」　参加者：出品作家・哲学対話関係者・ほか
 　8 年間の美術展を総括して成果と展望を議論します。
　10 月 27 日（日）13：30 ～ 15：30

公園の中の美術館

池田記念美術館
アクセス
上越新幹線JR浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、小出I.Cより車10分

■ 8 月、9 月、10 月の休館日 

【8 月】
7 日、14 日、21 日、28 日　定休日

【9 月】
1 日〜 6 日　展示替え休館日
11 日、18 日、25 日　定休日

【10 月】
2 日、9 日、16 日、23 日　定休日
28 日〜 11 月 1 日　展示替え休館日

八色の森の美術展応援ライブ　開催決定！
出演：shiro（宮原芽映、丹波博幸）

日時：9月 21日（土）17時 30分開演（開場 17時）
会場：池田記念美術館エントランスホール

参加費：1,000 円（会期中何度でも入館可能な特別パスポート付き）

要予約。詳細は美術館まで。紹介パンフレットの用意あり。

地域と連携して活動する美術館構想のもと、昨年 8 月 22 日からスタート
した企画です。高校生が主役となって、内容、名称、宣伝、展示など美術
展開催にあたっての全ての課題を、1 年間にわたって対話や議論を通して
決定・実践するという前例のない美術展となります。


